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民俗文化財の指定・登録について 

１ 発表概要 

 国の文化審議会（会長 佐藤
さ と う

信
まこと

）は、令和２年１月 17 日（金）開催の同審議会文

化財分科会の審議・議決を経て、民俗文化財の指定・登録について文部科学大臣に答

申する予定です。 

 兵庫県関連では、「因幡・但馬の麒麟獅子舞」が重要無形民俗文化財に指定され、「武

庫川女子大学近代衣生活資料」が登録有形民俗文化財に登録されますのでお知らせし

ます。 

 

２ 新たに指定される無形民俗文化財 

名 称 所有者 所在地 

因幡・但馬の 

麒麟獅子舞 

但馬地域麒麟獅子舞保存会 

無形民俗文化財「因幡の麒麟獅子舞」

連合保存会 

美方郡新温泉町・香美町 

鳥取県鳥取市、岩美郡岩美町 

八頭郡八頭町・若桜町 

智頭町東伯郡湯梨浜町 

 

３ 新たに登録される有形民俗文化財 

名称及び員数 所有者 所在地 

武庫川女子大学 

近代衣生活資料 

9,092点 
学校法人武庫川学院 西宮市池開町１３７   

 

４ 兵庫県内の国指定の民俗文化財 

種 別 現在指定数 新規指定 合計 指定後の国指定件数 

重要有形民俗文化財 ７ ０ ７ ２２３ 

重要無形民俗文化財 ７ １ ８ ３１８ 

※ 本県での重要無形民俗文化財指定は平成 24 年３月の「坂越の船祭」（赤穂市）以来

で、但馬地方では、平成元年３月の「但馬久谷の菖蒲綱引き」（新温泉町）以来と

なります。 

 

５ 兵庫県内の国登録の民俗文化財 

種 別 現在指定数 新規指定 合計 指定後の国登録件数 

登録有形民俗文化財 １ １ ２ ４５ 

※ 本県での有形民俗文化財登録は平成 25 年３月の「播州三木の鍛冶用具と製品（624

点）」（三木市）以来で、阪神地区では初めてとなります。 
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（３）公 開 期 日  神社祭礼日ほか 

（４）文化財の概要 

①文化財の特色 

本件は，他地域にはみられない麒麟を想起させる頭を用いた獅子舞である。頭の形

状のみならず， 猩々
しょうじょう

を伴う点や，重厚な舞ぶりなどにも特色を有している。特定地

域内に濃密な分布をみせ，獅子舞の変遷の過程を考える上でも重要である。 

 

②文化財の説明 

本件は，鳥取市を中心とした鳥取県東部から兵庫県北西部にかけて分布する獅子舞

である。各地域の春夏秋の神社祭礼で多く行われるが，初午
はつうま

や正月に行うところもあ

る。 

本件は，中国の想像上の霊獣麒麟を想起させる頭を用い，頭に付いたカヤ（蚊帳）

と呼ぶ胴幕に二人が入って舞う二人立ちの獅子舞である。頭は，前後に細長く頭頂に

一本の角がある形状をしている。獅子には，赤い仮面を着け，腰から瓢箪を下げ，「棒」

「朱
しゅ

の棒
ぼう

」などと言う棒を持った猩々と呼ぶ役が付く。 

神社祭礼においては，獅子は神幸に加わり，あるいは単独で，神社境内や御旅所な

どの所定の場所で「本舞」「本練り」などという本式の舞を舞い，加えて氏子の家々

を巡って「門
かど

舞
まい

」「門
かど

練
ね

り」などと呼ぶ短い舞を舞う。「キザミ」「スネオリ」「ク

ネリ」などの名前が付いた動作があり，これらの動作を組み合わせた動作の型の繰り

返しから獅子舞は構成されている。囃子は太鼓，笛，鉦で構成されることが多く，獅

子は囃子にあわせ，地を這うようにゆっくり頭を回したり，ひねったり，伸びあがる

ように頭を上げたりして舞う。 
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神社の麒麟獅子舞（鳥取県鳥取市）】 【 鎧
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麒麟獅子舞（兵庫県香美町）】 

















【登録有形民俗文化財の登録】 
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（３）員 数  ９，０９２点 

（４）文化財の概要 

①文化財の特色 

本件は，明治・大正・昭和時代のハレの日の着衣を中心とする衣生活資料で，色彩

や文様，素材などを通して、各時代の衣類の流行や世相を読み取ることができるとと

もに，文明開化と染織技術の革新を契機に近代以降，新たに展開する日本人の衣生活

の様相を窺うことができる。また，着装や着物製作の実態を示す資料として，関連資

料と教育資料が併せて収集されており，我が国における衣料や衣生活の変遷を理解す

る上で貴重である。 

 

②文化財の説明 

兵庫県西宮市にある学校法人武庫川学院が所蔵する，明治から昭和にかけての着物

を中心とする衣類とその関係資料である。平成７年の阪神・淡路大震災で罹災した家々

から寄贈された衣類を基礎に，武庫川女子大学が更なる収集と研究を続けて現在に至

るもので，関西地方とくに阪神間を主な収集域とする。着物類，着物の装着に用いた

小物類や外出時の服飾小物などの関連資料，和裁用の教育資料の３つの資料群から構

成され，着物類は，長
なが

着
ぎ

や羽織
は お り

，襦袢
じゅばん

，袴
はかま

，帯
おび

などがあり，なかでも女性の華やかな

礼装や外出着が充実している。関連資料は，半衿
はんえり

や帯
おび

締
じ

め，羽織
は お り

紐
ひも

などの小物類をは

じめ，袋物や履物，裁縫道具，化粧道具などである。教育資料は，女子専門学校や技

芸学校で使用された雛型や縫い見本，図案などで，戦前期までの女子教育の内容と衣

生活の基礎をなす着物の製作方法がわかる資料である。 

 

 

【礼装・帯・小物類】           【外出着・帯】 












